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◆未曾有の危機

　米国発の金融危機により未

曾有の経済危機が迫っている

と言われます｡ｲｻﾞﾅｷﾞ景気を超

える戦後最長の好景気が続い

ていたといわれるわが国でも､

昨年からその余波を受け､景気

後退が顕著となってまいりま

した｡多くの国民が､年金･医療

に代表される社会保障の破綻

などの将来不安に加え､明日の

生活をも危惧する時代が訪れ

ようとしています｡このまさに

｢百年に一度の経済的危機｣の中､

今こそ政治が国民生活の安定

を守らなければなりません｡

◆あるべき政治家の姿とは

　しかし残念ながら現実の政

治家の姿を見ると､国民のその

ような危機感とはかけ離れた

世界にいると感じます｡｢二世｣､｢官

僚｣､｢ﾀﾚﾝﾄ｣､｢組合｣｢政治家養

成塾｣などの出身者で占められ

た国会は､明らかに庶民生活と

かけ離れてしまっているので

はないでしょうか｡

平成12年､私は意を決して衆院

選挙に挑戦致しました｡ｻﾗﾘｰﾏﾝ

の息子としてこの奈良の鶴舞

団地に育ち､自らもｻﾗﾘｰﾏﾝ､丁

稚奉公､経営者とさまざまな経

験を経て､この故郷奈良で､今

を生きる大人の責任として非

効率に陥ったこの国の政治を

変えようと飛び出しました｡職

業としての政治ではなく､生き

方としての政治を選択し､公(お

おやけ)に奉ずる覚悟を持って

臨む｡自らに｢私心なかりしか？､

その動機善なりや？｣と問い続

ける｡政治家とは､｢現代の武士

(さむらい)｣であると信じ､初

挑戦で一敗地にまみれた後も

変らぬ想いで取り組んでまい

りました｡そして二期連続小選

挙区当選を果たさせていただ

いた今も､｢政治とは生き方で

ある｣との信念は変りません｡

政治家のあるべき姿とは､一切

の私心を捨て去り､公に身を奉

ずる覚悟を持った侍の姿に他

ならないと思っています｡

◆渇すれど盗泉の水を飲まず

　鶴舞団地で過ごした少年時代､

父に叱られた時よく耳にした

言葉､それが｢渇すれど盗泉の

水を飲まず｣でした｡

　どんなに渇き､苦しくとも､

盗んだ泉の水を飲んではならぬ！

との教えは､子どもの私にとっ

ては厳しい戒律のように聞こ

えました｡｢自律･自制｣を超越

したその言葉の響きに､畏れさ

え感じたものでした｡しかし政

治家として歩みだした今､この

父の言葉があらためて胸に響

きます｡今日の国民生活の不安

を知らぬ政治家が､利権に群が

り､堕してはいないか？､盗泉

の水を飲んではいないか？と

の問いかけが国民の中から聞

こえてくるようです｡

ほとんどの政治家は､企業･団

体からの献金を受けています｡

しかし､企業経営をしてきた私

から見れば､利益を求める企業

が見返りを求め(裏面に続く）

(表面から続く)るのは当然で

あり､｢献金｣と｢口利き｣が一体

となる可能性は排除できません｡

だから私は政治の世界に入る

ときに決意いたしました｡一切

の企業･団体献金を受けない！

企業団体献金の受け皿となる

政治資金ﾊﾟｰﾃｨｰも開かない！

私の活動は個人の献金で支え

ていただこう！と｡個人の一票

で政治家が支えられると同様に､

個人の献金のみによって政治

活動を支えてもらうことこそ､

自立的な政治家を生み出すこ

とができると信じてきました｡

米国でのﾊﾞﾗｸ･ｵﾊﾞﾏ大統領の誕

生は､新しい時代の到来を予感

させるものでした｡ｵﾊﾞﾏ大統領

もすべて個人献金によってそ

の活動を支えられてきました｡

政治家を個人で支えようとす

る自立した国民により､初めて

自立した政治家を世に生み出

すことができるのです｡

　まぶちすみおは､かつてなか

った全く新しい政治家像を自

らの五体と五感を全て使って

皆様に提示してまいります！(了)

渇すれど盗泉
の水を飲まず



を支えていただけませんか?

　「まぶち会」には、二つの目的があります。一つは、私を応援し
てくださる皆様が一つになれる場所を提供すること。もう一つは、
一円たりとも企業献金を受けない私の政治活動を「まぶち会」に入
会していただき年会費（政治献金）によって支えていただくことで
す。
　私は「同じ目線」ということを大切にしてきました。「まぶち
会」は、後援会長を頂点とした従来のピラミッド型組織の後援会と
は異なる、フラットなネットワーク型組織を目指しています。

「　　　 会」「　　 　会」「　　 　会」
についてのご案内についてのご案内についてのご案内

ポスティングのお願い!
企業献金と個人献金
　政治家の活動を支える､｢献

金｢という概念は欧米の議会制

民主主義の中で培われてきた

ものではありますが､その根底

にはｷﾘｽﾄ教的献身慈愛の精神

が脈づいているのは言うまで

もありません｡翻ってわが国の

民主主義は敗戦によって導入

されたものであり個人が投票

によって国民の代表を選ぶ普

通選挙の仕組みこそ時を経て

整備されてはきましたが､個人

の財産を拠出する献金につい

てはなじみの薄いものでしか

ありません｡高度成長期にはむ

しろ公共工事の発注に伴う政

治家の権限が強大化するにつれ､

それらを請け負う土建業を中

心とする企業がこぞって政治

家に献金するようになり､政治

家の活動資金の中心はほとん

ど全て企業献金となっていき

ました｡しかし今日先進国では､

米仏加などでは全面禁止､英独

などでも間接抑制しています｡

世界中で､企業献金という仕組

みが口利きあっせんなどの不

正の温床と認識され､禁止され

るに至ったのです｡いまだ､企

業からの献金集めに汲々とす

る政治家によって国政が担わ

れていることを私たちは恥じ

るべきです｡企業献金を減じよ

うとする動き自体は､94年の政

党交付金の創設など政治改革

の中で少しずつ進歩はしてき

ましたが､結局今日においても､

票は個人が出すもの､ｶﾈは企業

が出すものとの意識は政治家

のみならず国民の中にも根強

く残っているようです｡今後は

立法府において企業献金の廃

止を法制化することが求めら

れます｡
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